




医療保険利用の利便性確保について
（犯罪被害者基本計画（平成１７年１２月２７日閣議決定）Ⅴ第１－２.（６）関係）

医療保険利用の利便性確保について
（犯罪被害者基本計画（平成１７年１２月２７日閣議決定）Ⅴ第１－２.（６）関係）

１ 医療保険が適用される範囲について

医療保険が適用される範囲については、犯罪被害者であるかどうかを問わ

ず、保険医療機関において保険証を提示すれば、一般の加入者と同様、疾病
又は負傷に関しては、保険が適用される。

２ 医療保険の利便性確保のための具体的な方策案

犯罪被害者であるかどうかを問わず、保険医療機関において保険証を提示
すれば、疾病又は負傷に関しては、保険が適用され、必要な医療を受けること
ができることとなっているが、犯罪被害者については、保険適用がなされにく
いケースがあるとの指摘もあることから、医療機関への指導を徹底するよう社
会保険事務局長会議で周知を図ることとする。
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